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解 答
ウ ４ 視野を広く明るくして，物体の位置を確認するため。□ 問１ 問２ 理由：１

ア→オ→イ→カ エ→イ→ク問３ 問４

問５

１０ 精子が動いて視野の外へ出てしまう。問６ 問７

カ ４０８００ ア オ ウ イ イ□ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７２

人工物は，つくるときに少しずつ誤差が生じてしまうこと。問８

ア ウ 角Ｃも角Ｄもともに 小さくなり，その差が少なくなるから。□ 問１ 問２ 問３３

問４ 問５

ウ イ ４０ ０．９ ２１６ ３６０□４ 問１ 気体Ａ 気体Ｂ 問２ 問３ 問４ (1) (2)

７２ １４４ ３２０ ４８０ １６０ １８０ ３．６(3) (4) (5) (6) (7) (8) 問５

解 説
□ 最初に倍率を低くして、視野を広くし見ようとするものを探して中央に持ってきます。１ 問２

対物レンズを切りかえて１００倍から４００倍にしていることから，対物レンズを１０倍から４０倍に問５・６

切りかえたことがわかります。したがって，接眼レンズは１０倍（１００÷１０＝１０）です。また，見える半

径の大きさは４倍（４００÷１００）になります 。。

絢□ ８０００ｍは８００００００ｍｍ、６４０００ｋｍは６４０００００００ｃｍより，求める長さは０．４２ 問１

（８００００００×３２÷６４０００００００）です 。。

１５度（３５－２０）の緯度差が１７００ 求める長さは４０８００ （１７００÷１５×問２ 鮎にあたるので， 鮎

１８０×２）です。

問２より、北極・南極を通る円周は４０８００ なので，北極からパリを通って赤道まで達する長さは約問４ 鮎

１００００００m（４０８００ ÷４）です。したがって，１ｍは北極から赤道までの長さの１０００万分の１で鮎

す。

□ 気体Ａは水素、気体Ｂは二酸化炭素です。４ 問１

実験１より，気体Ａが２８８ 発生するときに，アルミニウム０.２ｇがすべて溶けていることがわかります。問２ 安

塩酸１０反応したときの気体Ａの発生量が７２ より，塩酸は少なくても４０ （２８８÷７２×１０）必要で安 安

す。

実験２より，気体Ａが３６０ 発生するときに，亜鉛はすべて溶けていることがわかります。亜鉛が０.２ｇ問３ 安

反応したときの気体Ａの発生量が８０ より，亜鉛は最大０.９ｇ（３６０÷８０×０.２）まで溶かすことがで安

きます。

アルミニウム１ｇが反応したときの発生量は１４４０ ２８８÷０.２×１） 、亜鉛１ｇが反応したときの問５ 安（

発生量は４００ （３６０÷０.９×１）です。したがって，３．６倍（ １４４０÷４００）です。安
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